
 

円山川水系自然再生推進委員会 

第18回委員会議事次第 

 
 
 

日 時 ： 平成３１年２月１４日（木） 13:30～15:30 

場 所 ： 兵庫県豊岡総合庁舎 ３０１会議室 
 
 

 
１．開 会 
   

２．挨 拶 
 
３．議 事 
 
（１）第17回委員会での意見について＜報告＞ 

 
（２）円山川水系自然再生推進委員会・技術部会の進め方とスケジュール<報告> 

 
（３）円山川水系自然再生計画[直轄管理区間]の時点更新について 

 
（４）中郷遊水地について＜流域懇談会の報告と今後の予定＞ 

 
（５）その他（今後の予定等） 

 
 

 ４．閉 会(挨拶)  
 
 
 
 

○ 資 料 （番号なし･････ 議事次第、座席表、「円山川水系自然再生推進委員会」規約） 

・資料－1.1･･･「円山川水系自然再生推進委員会」第17回委員会審議骨子 

・資料－1.2･･･「円山川水系自然再生推進委員会」第17回委員会議事詳録<委員限り> 

・資料－ 2 ･･･ 円山川水系自然再生推進委員会・技術部会の進め方とスケジュール 

・資料－3.1･･･ 円山川水系自然再生計画 [直轄管理区間編] の時点更新について 

・資料－3.2･･･ 円山川水系自然再生計画（時点更新<案>）[直轄管理区間編] 

・資料－3.3･･･ 円山川水系自然再生計画（時点更新<案>）参考資料[直轄管理区間編] 

・資料－ 4 ･･･ 中郷遊水地について＜流域懇談会の報告と今後の予定＞ 
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「円山川水系自然再生推進委員会」規約 
 

（名 称） 
第１条 本会は「円山川水系自然再生推進委員会」(以下委員会という)と称する。 
 
（目 的） 
第２条 本委員会は、コウノトリをシンボルとした地域づくりを進める中で、豊岡盆地をは
じめとする円山川水系の河川における生態系の多様性の保全・再生・創出を念頭においた自
然再生計画の施策の推進に当たり、各種検討事項について様々な観点から審議し、助言する
ことを目的とする。 
 
（検討事項） 
第３条 本委員会では、当該地の状況を踏まえ、施策の実施状況の点検及び計画の修正・更
新について検討を行うものとする。 
 
（委員会） 
第４条 本委員会は、別表にあげる委員から構成する。 
２．委員会には委員長をおく。 
３．委員及び委員長は、河川管理者である国土交通省豊岡河川国道事務所長、及び兵庫県但
馬県民局長（豊岡土木事務所）が任期を定め委嘱する。 
４．委員会は、事務局に対し、審議に必要な資料の提出を求めることができる。また、必要
に応じ、河川管理者、関係行政機関及びオブザーバーに意見を求めることができる。 
 
（委員長） 
第５条 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 
２．委員長は、必要な都度、委員会を招集する。 
３．委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 
 
（技術部会） 
第６条 委員会の下部組織として、技術部会を設ける。 
２．技術部会は、別表－２にあげる委員から構成する。 
３．技術部会の委員は、河川管理者である国土交通省豊岡河川国道事務所長、及び兵庫県但
馬県民局長（豊岡土木事務所）が任期を定め委嘱する。 
４．技術部会は、次の事項について技術的観点から審議し、委員会に報告する。 

①自然再生事業の実施及びモニタリング調査に係わる事項 
②治水事業による自然環境への影響に係わる事項 

５．技術部会の運営方針は、技術部会で定める。 
 
（委員会の公開） 
第７条 委員会は、原則的に公開とし、その公開方針は別紙によるものとする。 
 
（事務局） 
第８条 事務局を国土交通省豊岡河川国道事務所および兵庫県但馬県民局豊岡土木事務所
におく。 
 
（雑 則） 
第９条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員会で定めるも 
のとする。 
２．この規約の改正については、委員会で定めるものとする。 
 
（附 則） 
第10条 この規約は、平成17年9月29日から施行する。 
 
改正 平成24年11月19日 
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（平成30年6月21日時点） 

＜別 表＞ 

「円山川水系自然再生推進委員会」委員名簿 

                     ※敬称略；五十音順 
＜委員長＞ 
○ 岐阜大学 名誉教授        藤田裕一郎 

 
＜委員；学識経験者＞ 
○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 総括研究部長 

兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 研究科長  江崎 保男 

○ 日本ハンザキ研究所 理事長       岡田  純 

○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 研究部長補佐 
兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 准教授  大迫 義人 

○ 国立研究開発法人土木研究所河川生態チーム 上席研究員   中村 圭吾 

○ 明石工業高等専門学校 都市システム工学科 教授    神田 佳一 

○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 エコ研究部長 
兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 教授   佐川 志朗 

○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 主任研究員 

兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 准教授  内藤 和明 

○ 兵庫県立人と自然の博物館  館長 

兵庫県立大学 名誉教授       中瀬  勲 
○ 兵庫県立大学 名誉教授       服部  保 

○ 兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究部 主任研究員 

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師    三橋 弘宗 
 
＜委員；地元代表＞ 
○ 豊岡市土地改良事業協議会 会長      井川 栄治 

○ 豊岡市教育委員会こども教育課 主幹 兼指導主事    稲葉 裕治 
○ コウノトリ市民研究所 代表理事      上田 尚志 

○ 三江地区区長会 会長        境  敏治 

○ 豊岡市ＰＴＡ連合会 理事       野﨑 律男 
○ 蓼川土地改良区理事長        田結庄由一 

○ 豊岡市区長連合会 会長       中嶋洋二郎 
○ 円山川漁業協同組合 参事・事務局長      福井  泉 

○ 但馬自然史研究所 所長       本庄 四郎 

  
＜河川管理者＞ 
○ 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所長   増田 安弘 
○ 兵庫県 但馬県民局 豊岡土木事務所長     杉浦 正彦 

 
                                

 

＜関係行政機関＞ 
○ 国土交通省 近畿地方整備局 河川環境課長     中川 靖志 

○ 兵庫県 県土整備部 土木局 河川整備課長     鵜崎 尚夫 
○ 兵庫県 但馬県民局 地域政策室長      仲井 敬司 

○ 兵庫県 但馬県民局 豊岡農林水産振興事務所長    荒木 亮二 

○ 兵庫県 但馬県民局 豊岡土地改良センター所長    横田 欣仁 
○ 兵庫県 教育委員会 文化財課長      山下 史朗 

○ 豊岡市 コウノトリ共生部長       水嶋 弘三 
○ 豊岡市 都市整備部長        井上 良一 

○ 豊岡市 教育委員会 教育総務課長      正木 一郎 
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（平成30年6月21日時点） 
＜別表－２＞ 

 
 

「円山川水系自然再生推進委員会 技術部会」構成委員名簿 
 ※敬称略；五十音順  

 

 

＜委員＞ 
○ コウノトリ市民研究所 代表理事      上田 尚志 

○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 研究部長補佐 
兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 准教授  大迫 義人 

○ 日本ハンザキ研究所 理事長       岡田  純 

○ 明石工業高等専門学校 都市システム工学科 教授    神田 佳一 

○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 エコ研究部長 
兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 教授   佐川 志朗 

○ コウノトリ市民研究所 副代表理事       

コウノトリ文化館 副館長                  菅村 定昌 
○ 兵庫県立コウノトリの郷公園 主任研究員 

兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント研究科 准教授  内藤 和明 

○ 円山川漁業協同組合 参事・事務局長      福井  泉 

○ 但馬自然史研究所 所長       本庄 四郎 

○ 兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究部 主任研究員 

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師    三橋 弘宗 

○ コウノトリ湿地ネット 理事       宮村 良雄 

 

     

＜河川管理者＞ 
○ 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 副所長  深澤 洋二 

○ 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 工務第一課長 永野 芳雄 
○ 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 調査課長  中田 育伺 
○ 兵庫県 但馬県民局 豊岡土木事務所 河川砂防課長   佐藤 慎介 

 

 

＜関係行政機関＞ 
○ 兵庫県 但馬県民局 地域政策室長      仲井 敬司 

○ 豊岡市 コウノトリ共生部 コウノトリ共生課長    宮下 泰尚 
○ 豊岡市 都市整備部 建設課長      河本 行正 
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＜別 紙＞ 

「円山川水系自然再生推進委員会」の公開方針 

 

（１）傍聴対象者 

  傍聴対象者は原則的に制限しないこととし、会場に入りきれない場合は先着順とす

る。 

 

（２）会議開催の案内 

  会議開催の案内については、国土交通省豊岡河川国道事務所、及び兵庫県但馬県民

局の情報掲示板等により行う。 

 

（３）会議資料等の公開 

  会議資料については、原則的に公開する。 

  会議資料は、国土交通省豊岡河川国道事務所、及び兵庫県但馬県民局豊岡土木事務

所において、供覧・貸出を行う。 

  議事の詳録の作成は行うものとするが、情報掲示板等においては骨子のみ公開する。

なお、詳録の閲覧の希望があった場合には、その希望に応じる。また、詳録、及び骨子

のとりまとめ方は以下のとおりとする。 

①詳録（案）、及び骨子（案）は、委員会終了後、事務局が作成する。 

②①で作成された詳録（案）、及び骨子（案）について委員会(持ち回り)において

承認を得た後、骨子については情報掲示板等において公開する。詳録については、

閲覧の希望があった場合には、その希望に応じる。 

③上記①、②において、詳録及び骨子は、発言者名の記載は行わないこととする。 

 

（４）記者会見 

  委員会終了後の記者会見は原則的に行わない（ただし、委員長が必要と認める時は

行う）。 

  記者会見を行う場合は、一般傍聴者も参加できる。 

 

（５）その他 

  一般傍聴者の審議中の発言は認めない。なお、審議終了後の発言機会の取り扱いに

ついては、委員長の判断に委ねる。 

  傍聴者は、委員会を非公開で審議する必要がある場合は、委員長の指示により、速

やかに退場しなければならない。 

  これに定めるもののほか、委員会の公開に必要な事項は、委員会で定めるものとす

る。 
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技術部会の運営方針 
 

１．座長 

  技術部会には、座長をおく。 

  座長は、必要な都度、部会を招集する。 

  座長に事故のある時は、座長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

 

２．審議の方法等 

  部会は、事務局に対し、審議に必要な資料の提出を求めることができる。 

  審議に必要があるときは、委員以外の学識者、地域の関係者及び関係行政機関に対

し、部会への出席を求め、意見を聞くことができる。 

  部会での審議経過及び指導・助言した事項に関しては、概要を取りまとめ委員会に

報告する。 
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「円山川水系自然再生推進委員会」第１７回委員会審議骨子 

 

  日時：平成３０年６月２１日（木） 午後１３時３０分～午後１５時３０分 

  場所：兵庫県豊岡総合庁舎 401会議室 

 

＜審議内容＞ 

１．第16回委員会での意見について 

第16回委員会での意見について、事務局から説明がなされ、一部語句を修正することで了承

された。 

 

２．円山川水系自然再生推進委員会・技術部会の進め方について  

円山川水系自然再生推進委員会・技術部会の進め方について、事務局から資料に基づいて説

明があり、了承された。 

 

３．技術部会の報告について 

第43回～45回技術部会について、技術部会座長より資料（要旨）に基づいて報告がなされた。

報告内容についての質問や意見は出されなかった。 

 

４．自然再生等の事業実施状況について：直轄管理区間 

自然再生等に関わる事業の実施状況について、事務局から資料に基づいて説明がなされ、質

疑が行われた。出された主要な意見等は以下のとおりである。 

 

（１）モニタリングに係る事項(国) 

治水事業の影響確認（アユの遡上数調査） 

○本来治水事業の影響がない箇所との比較をしなければ、治水事業の影響評価をすること

はできない。影響のない河川との比較や過去の調査結果を踏まえた分析を行わなければ

ならない。そうした評価ができないのであれば評価基準を変える等、方法を再検討する必

要がある。例えば、アユの遡上は確認されているので、大きく影響していないとの評価で

も良いと思う。何を確認したら「影響無し」と評価するかは考えておく必要がある。 

→ 技術部会で同様の意見を頂いたので円山川の特性と類似する日本海側の河川を探した

が、円山川と同水準の遡上調査を実施している河川を見出せなかったことと、平成２９

年は周辺河川でも遡上数が少なく、９月に大出水が合ったため、回復状況の確認が必要

との定性的な評価としている。その結果も参照しながら評価方法について検討を加えた

い（事務局） 

 

高水敷切り下げ効果（コウノトリの採餌） 

○コウノトリが採餌している生物が小さくて判別が困難な場合にも、餌の大きさを可能な

限り適切にランク区分して記録する等、採餌の回数だけでなく量（質）の評価に反映でき

る整理が必要である。 

→ 今年度の調査では、調査時のデータ取得・整理方法について指導を求めるとともに工夫

して、量や質の評価に繋がるようにしていきたい。（事務局） 

 

資料－1.1 
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高水敷切り下げ効果（底生動物相調査） 

○種数や個体数の変動について考察する際には、底質やその変化など物理環境も加えて整

理し、評価に反映することが望ましい。 

→ 物理環境のデータもあわせて整理・検討し、評価に反映する。（事務局） 

 

（２）今年度工事の実施について(国) 

今年度工事の実施について、事務局から資料に基づき説明がなされ、質疑が行われた。出さ

れた主要な意見等は以下のとおりである。 

 

○中郷遊水地の整備にあたっては、これまでに説明いただいた河道掘削の量を守っていた

だかなければ合意できない。 

 

○工事用ヤードについては、工事ごとに造成・撤去を繰り返していて、無駄が多いのではな

いか。緊急時や他の工事に利用できる場合も多々あるため、適切に存置し、活用できるよ

う計画すべきである。 

 

○加陽湿地の改良工事に伴って三木川から閉鎖型湿地へ水を供給しているため、三木川の

下流側の流量が少なくなっており川として機能しない状態となりつつある。下流にも水

が流れるよう考えるべきである。 

→ 三木川の下流側も川として機能するような方法を検討する。（事務局） 

 

○旧鶴岡橋のピアの撤去について、今年度工事すると聞いていたが資料に記載が無い。 

 

○下鶴井地区に限らないが工事実施にあたっては、事前は元より常に地元に説明をしてい

ただきたい。下鶴井地区のヨシ原（高水敷き）については、地元は説明を受けておらず、

不信感に繋がりかねない。 

○（安全に直結する）治水とは違って、環境については工事にあたって、優先度等地域の合

意を得るのが難しい面がある。それだけに丁寧な説明が必要である。例えば、河川敷のヨ

シ原整備に伴う獣害の発生等の支障が出る可能性も想定して事前に対策を検討すること

なども含め、環境整備の効果についての丁寧な地元説明を行う必要がある。 

 → 今後も引き続きしっかりと努力していきたい。(事務局) 

  

５．自然再生等の事業実施状況について：県管理区間 

自然再生等に関わる事業の実施状況について、事務局から資料に基づいて説明がなされ、質

疑が行われた。出された主要な意見等は以下のとおりである。 

  

（１）モニタリングに係る事項（県） 

オオサンショウウオ調査結果 

○オオサンショウウオ調査では、堰堤を越えていると考えられる個体が確認されている。実

際に遡上しているところを確認したわけではないと思うが、この点について補足、考察で

きることはないか。 

→ マイクロチップをつけてからの年数が長く、その期間内において堰の倒伏がどの程度

実施されていたか確認できていない。そのため、オオサンショウウオが魚道を遡上した
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のか、倒伏時に遡上したのかを判別できない。ただし、堰の下流で滞留している個体が

多く確認されていることから、堰が遡上の阻害要因になっていることは推定される。（事

務局） 

 

魚類等移動状況調査 

○魚道から離れた場所でＣ調査を行う目的について補足して頂きたい。 

→ 川の中で魚はどの程度遡上しようとする意欲があるのかを把握すべきとの技術部会での意

見を踏まえ、今回Ｃ調査で遡上性の把握を試みることにした。（事務局） 

○魚類の遡上調査では、魚類の生活史を踏まえ重点種を設定し、評価するのがよい。 

 

○遡上調査を含め、過去にも多くの調査がなされている。それらの資料も参考にして評価を

行うことが望ましい。出石川では災害復旧工事の完了直後に調査されていたはずなので、

それと比較すれば、環境のおそらく良い方への変化がわかると思う。 

 

（２）今年度工事の実施について(県) 

○穴見川の落差は改修により、落差の大きさなど、どのように変化するか。また、当該区間

は、水質が悪化して病気が蔓延しているが、底質が良くないことに起因している。改善の

ためは、併せて河道掘削を実施していただく必要があると思う。堰を倒さないならより多

くの水を入れなければならない。 

→ 落差の大きさは現状のままだが、構造については再検討し、技術部会等に諮り工事をし

ていきたい。底質の改善については、掘削等、有効な方法を検討する。（事務局） 

 

６．技術部会での審議事項について（今年度の課題整理） 

○高規格道路の整備等、河川以外の工事でも泥水の排水等の影響が河川に生じている。また、

城崎大橋なども着手されている。いずれも河川環境に影響するので、工事の報告に入れて

いただきたい。 

 

○道路工事等のために河川から取水する場合、河川流量の減少による環境への影響が無視

できない事態も発生する。適切な対応を取るため、事前に漁協へ連絡していただきたい。 

 

○ 円山川の自然再生は近畿管内の先進的な取り組みであるため、他河川では取り組んでい

ない課題（道路工事の排水による影響など）にも積極的に取り組んでいくことが望ましい。 

 

７．全体を通して 

○コウノトリやツバメには着目されているが、全体に河川敷の陸生動物についての情報が少

なく、それらの動向が掴めていない。河川水辺の国勢調査も活用して明らかにしていくべ

きである。 

 

○コウノトリがいる円山川流域では、全国レベルで最先端の自然再生のモデル事業をやってい

るんだというふうに考えれば、お金をかけ時間をかけて環境の事業を進めても地域からの納

得もいただけると思うので、何らかの有効な方法で地域に説明していくことが必要であると

強く感じている。 
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○円山川が国内外で注目されているのは、治水と自然再生のどちらにもプラスになること

にトライしている点である。治水と環境の両方にメリットがあるということが軸になり

うるので、その点が基本であることを明示しておくべきである。 

 

○事業の評価を行う上での柱（軸）が明確ではない。個別の項目や事業に着目することも重

要であるが、委員会ではそれらを統合する柱（軸）に関する議論を深めていくべきである。 

 

○この委員会では、河川と道路の縦割り構造をつなぐくらいの意気込みで進めていただき

たい。水系全体における水と土砂と生物の移動・つながりについて、委員が地元の人に事

業の内容を聞かれても、説明できるくらい認識を共有するための場にしていかなければ

ならない。そのためには、前回も言ったが、年１回の委員会開催では厳しい。年２回開催

してはどうか。 

 

 

 

以 上 



　議事（２）　円山川水系自然再生推進委員会・技術部会の進め方とスケジュール

  <１>平成30年度の進め方 <２>今年度のスケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　○ ○

○ ○ ○ ○

<３>今年度の検討事項

委員会・技術部会の進め方について

モニタリングに係る事項

H30年モニタリング調査結果

H31年度モニタリング調査計画

今年度工事の実施について

今年度工事の実施について
（第46回技術部会の意見を受けて）

今年度工事の実施について

備考 今年度の工事については適宜議題とする。

モニタリングに係る事項（部会審議事項の報告）

今年度工事の実施について【環境】

3月
7日

第49回
技術部会

H30年モニタリング調査結果

H31年度モニタリング調査計画

今年度工事の実施について

９月
13日

第47回
技術部会

中郷遊水地について<流域懇談会の報告と今後の予定>

今年度工事の実施について【改修】
（第46回技術部会の意見を受けて）

今年度工事の実施について

審議内容

今年度工事の実施について
（第17回委員会の意見を受けて）

6月
21日

第17回
委員会

モニタリングに係る事項
（第17回委員会の意見を受けて）

委員会・技術部会の進め方について

技術部会の審議事項について（委員会で整理した今年度の課題）

今年度工事の実施について【改修】

今年度工事の実施について【環境】
（第46回技術部会の意見を受けて）

平成30年度 国管理区間 県管理区間

委員会

技術部会

開催行程 審議内容

7月
5日

第46回
技術部会 今年度工事の実施について【改修】

（第17回委員会の意見を受けて）

今年度工事の実施について【環境】
（第17回委員会の意見を受けて）

技術部会の審議事項について（今年度の課題整理）

2月
14日

第18回
委員会

円山川水系自然再生計画の時点更新について

中郷遊水地の経緯と進め方について

12月
20日

第48回
技術部会

中郷遊水地について

出石川の自然再生計画について

今年度工事の実施について

出石川のアユ産卵場造成実験とモニタリング結果

円山川水系自然再生計画：時点更新の検討

委嘱

手続き
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議事（３）

円山川水系自然再生計画
[直轄管理区間]

の時点更新について

平成 31年 2月14日
豊岡河川国道事務所

年月 計画書 内容

平成17年11月 ●自然再生計画書

・同参考資料（国）

・同参考資料（県）

平成15年1月～平成17年9月にかけて11回

の審議を行い、計画策定

平成19年 8月 ●自然再生計画書（県）

（第1回変更）

・同参考資料（県）

（出石川県管理区間追加）

コウノトリ野生復帰に向けた取組みの広がり

や平成16年度災害復旧事業の際に明らかに

なったオオサンショウウオの生息状況を踏ま

え、出石川県管理区間を対象地域に拡大。

平成23年12月 ●自然再生計画書（国）

（ステップ2に向けた更新）

・同参考資料（国）

（ステップ2に向けた更新）

激甚災害特別緊急事業完了を受け、これまで

の事業の実施状況やモニタリング調査の分析

結果を踏まえて、新しいステップに向けた従

前計画の更新。

平成31年2月 ●自然再生計画書（国）

（ステップ3に向けた更新）

・同参考資料（国）

（ステップ3に向けた更新）

平成25年度の円山川水系河川整備計画策定、

平成26年度の緊急治水対策事業の完了を契

機に、事業の進捗、委員会・技術部会での検

討や評価及び他行政機関の事業等を踏まえて、

新しいステップに向けた従前計画の更新。

１. 円山川水系自然再生計画の変更・更新経緯

1

第48回技術部会資料

２. 段階整備計画の変更

激甚災害特別緊急事業とあわせてステップ１を実施した。緊急治水対策事業とあ
わせてステップ２を実施した。今後は、施策実施後の河川環境の変化を踏まえ、必
要に応じて計画にフィードバックさせながら順応的・段階的な整備を行っていく。

2

第48回技術部会資料

※ 数字 はスライドP.3・4の表中のNoとの対応を示す
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３. 自然再生整備計画の個別の更新内容（1/2）

自然再生の目標 No ステップ2からの更新内容 備考 説明ｽﾗｲﾄﾞ

特徴的な自然環
境の保全・再
生・創出

01
円山川本川下流：具体化①：保全区域である下鶴井地区における、河床
掘削土砂の搬出に伴う仮設工事に対する再生方針の提示

第13回委員
会審議事項

5

02
円山川本川下流：時点更新①：保全区域である一日市地区における低水
護岸工事に伴う対応方針提示

第6回委員会
審議事項

03
円山川本川下流：具体化②：河床掘削により、シラウオの産卵場となる
「ひのそ島～野上付近のかけ上がり」への影響考慮し新たな保全対象と
し対応方針提示

第15回委員
会審議事項 6

04
円山川本川下流：時点更新②：保全区域である野上地区上流の再生状況
（オオマルバノホロシ）提示

第10回技術
部会審議事項

05
円山川本川：追加①：円山川における河畔林管理計画の提示 第11回委員

会審議事項
7

06
円山川本川上流：具体化③：湾曲部の内岸側には、礫河原が分布し、カ
ワラハハコの生息が確認されていることから、今後の具体的な取り組み
方針を提示

第16回委員
会 8

07
円山川上流：追加②：稲葉川合流点付近に存在する淵の保全に関する今
後の具体的な取り組み方針を提示

第13回委員
会審議事項

9

08
出石川：追加 ：出石川に多様な流れの再生・創出に関するための今後
の具体的な取組み方針を提示

第3回委員会
審議事項

10

09
円山川本川・出石川：追加④：円山川本川・出石川におけるアユ・サケ
産卵場の保全に関する今後の具体的な取り組み方針を提示

第47回技術
部会審議事項

11～16

10
出石川：時点更新④：保全区域である出石堰付近の河畔林の工事に伴う
伐採後の対応方針提示

第3回委員会
審議事項

3

ステップ2からの更新箇所のうち、計画の具体化を行った検討した項目、新たに計
画書に追加した項目について以降で概説する。

※黄色網掛けは整備内容の具体化箇所、緑網掛けは計画書に追加する内容。これらについては以降のスライドで説明。

第48回技術部会資料（一部修正）

３. 自然再生整備計画の個別の更新内容（2/2）

自然再生の目標 No ステップ2からの更新内容 備考 説明ｽﾗｲﾄﾞ

湿地環境の再
生・創出

11
円山川本川下流：時点更新⑤：河岸湿地環境の再生における遷移
帯・閉鎖型湿地形成、置き石などによる質的改善方針提示

第47回技術部会
審議事項

12
奈佐川：具体化④：河岸湿地環境の再生に向けた置き石などによ
る環境遷移帯形成方法の提示（奈佐川）

第7回委員会を受
け、先行事例を
踏まえた具体化

17

13
出石川：時点更新⑥：五条大橋上流（加陽地区）における大規模
湿地再生の計画図や維持管理方策を提示

第34回技術部会
審議事項

人と河川との関
わりの保全・再
生・創出

14
円山川本川・出石川：具体化⑤：人と河川とのかかわりの保全・
再生・創出の具体の取組み事例として、加陽湿地などにおける地
域振興や環境学習の実施状況を提示。

これまでの取組
み事例を整理 18、20

15
出石川：具体化⑥：地域連携の一環として、出石川でのアユの産
卵床造成実験に関する取組みを具体化。

第47回技術部会
審議事項

19～20

16

円山川本川・出石川：具体化⑦：人と河川との関わりの保全・再
生・創出に向けた取組みの一環として、他行政機関の事業との連
携方策を検討 （豊岡市円山川沿線サイクリングロード整備との連
携）。

豊岡市の平成２
９年度の取組み
～ 地方創生・未
来への挑戦 ～を
受けて

21

17
出石川：具体化⑧：人と河川との関わりの保全・再生・創出の一
環として、河川利用が想定される箇所への坂路整備について具体
化。

第11回技術部会
審議事項 22～23

4

ステップ2からの更新箇所のうち、計画の具体化を行った検討した項目、新たに計
画書に追加した項目について以降で概説する。

※黄色網掛けは整備内容の具体化箇所。これらについては以降のスライドで説明。

第48回技術部会資料（一部修正）

具体化① 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：下鶴井地区の再生

目標とする生物（ヒヌマイトトンボ、シッチコモリグモ、ツバメの塒）の生態を踏まえ、
掘削形状等を具体化。実施の際には、利用状況を踏まえて実施。

第13回委員会資料

6

起伏のある原野環境
T.P.0.8mを基準に傾斜
により“溝”を設け、多
様な地盤高を設定する。

河岸の凸地形の
ヨシ・オギ原

T.P.1.1mを目安に、河岸
付近の土砂堆積を考慮した
形状を設定する。

現況地盤高
（盛り土分を
除去する）

現況地盤高
（盛り土分を
除去する）

汽水域のヨシ原
T.P.0.55～0.89m
円山川の潮汐により干出
時にも「水たまり」が残
る様に設定する。

現況のオギ群落

T.P.0.8m

管理用道路 管理用道路

管理用道路
現況地盤高
（工事ヤードの
建設に伴い盛土
されている）

B B ’

B

B’

A

A’

A

A’

C

C’

C

C’

T.P.0.8mを基準に、1:10
と1:30程度の2種類の傾斜
により“溝”を設ける。

“溝”

管理用道路として、
現況地盤を存置する。

T.P.0.5m

“溝”の深さは、現況のヨ
シ生育基盤の下限値である
0.5mを目安に設定する。

湿地形状案

T.P.1.3m

工事ヤード建設の際の盛土を除去して、環境区分別の地盤高を設定する。

ツバメの塒

シッチコモリグモ

ヒヌマイトトンボ

湿地再生にあた
っては、船着場
の利用性を考慮
した湿地再生範
囲を設定する

5
円山川

管理用道路

第47回技術部会資料

特徴的な自然環境である汽水域のかけ上がり※については、シラウオに着目し保
全状況を把握する。

3
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H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

確
認

数

卵 親魚
1,185 1,392

特定の調査実施箇所で約1,000個確認
特定の調査実施箇所
（一日市島上流）
で約1,000個確認

6

※深場から浅場（水際）に移行するなだらかな水域

○シラウオの親魚、卵が多く確認されていたH17,18,19,20
年度のように２ヵ年継続で確認されている。
⇒シラウオの生息環境が回復もしくは影響がなかったと判断

できることから、モニタリング調査はH26で終了。

○今後、河道の維持掘削等を行う場合は、「特徴的な自然環境
：かけ上がり」の状況を指標するシラウオに着目し、経過を
観察していく。

かけ上がり保全区間

緊急治水対策事業：河道掘削等（H16～H22）

具体化② 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：かけ上がりの保全

シラウオ産卵場調査結果

第15回委員会資料
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追加① 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：樹木管理

円山川本川について樹木管理計画を立案。河川を複数のエリアに分割し、順番に
伐採する輪伐による樹木管理を行う。（保全対象樹木群を除く）

第11回委員会資料

7

番号 B 1・2 4 6 8 13 14 15 16
地区名 中郷右岸 中郷～野々庄 府市場 鶴岡 日置下 浅倉 赤崎下 赤崎（県） 薮崎（県）

距離標（km） 19.0-19.3 19.2～19.8 20.5 23.2 23.8～24.0 25.9 26.0～26.2 26.8～27.0 －
H.5年度 － 個体確認 個体確認 群落成立 0 群落成立 群落成立 － －
H.9年度 － 0 － 群落成立 群落成立 群落成立 群落成立 － －
H.13年度 － 50～100 群落成立 100～500 0 10～25 100～500 群落成立 50～100
H.15年度 － 個体確認 － 個体確認 － 個体確認 個体確認 － －
H.16年度 － 100～500 － 100～500 － 100～500 0 群落成立 100～500
H.17年度 － － － ～10 － 100～500 － 群落成立 群落成立
H.18年度 － 96 265 8 0 2016 3 4800 －
H.20年度 － 1000～2500 100～500 50～100 10～25 2500～ 0 100～500 25～50
H.21年度 － 500～1000 － ～1010 0 100～500 － － －
H.22年度 － 586 340 2 0 324 （1＋6） 2340 －
H.23年度 － 306 0 14 － 0 3 259 5
H.24年度 － 51 0 6 － 0 0 50 －
H.25年度 － 269 0 8 0 0 0 123 8
H.26年度 － 388 0 7 0 0 0 5 －
H.27年度 4 447 0 5 0 0 0 3 －
H.28年度 16 9041 0 2 0 0 0 1 -
H.29年度 － 22871 － － － － － － －
H.30年度 0 327 0 1 － 0 0 1 －

－：調査未実施

具体化③ 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：カワラハハコの保全

特徴的な自然環境としての砂礫河原を指標するカワラハハコについては、河川水
辺の国勢調査や、大きな出水後のモニタリング調査により分布状況を把握する。
近年の分布状況を踏まえた保全・再生のあり方について検討する必要がある。

調査位置図

確認状況の経年変化

：大
き
な
群
落
形
成
を
示
す

出水

出水

○平成22年度までは、赤崎（県）や浅倉などの上流域を中心にカワ
ラハハコが確認されていた。

○近年は、No.1・２中郷～野々庄、No.6鶴岡、No.15赤崎（県）
の3地点を中心にカワラハハコが確認されており、特にNo.1・２
中郷～野々庄のみで確認個体数が多い。

○H30調査では、これまで多数のカワラハハコが確認されていた
No.1・２中郷～野々庄における確認数がH29と比較して減少し、
H27以前と同程度の確認個体数となった。

第16回委員会資料に近年の情報を追記

8

追加② 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：淵の保全

No.4No.4´
No.2

No.2´

No.3 No.3´

No.1
No.1´

No.4´

No.3´
No.2´

No.1´

9

八代水門
（八代川）

円山川
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No.1 No.2 No.3 No.4

個
体

数

ｺｲ

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

ｵｲｶﾜ

ｶﾜﾑﾂ

ｳｸﾞｲ

ﾑｷﾞﾂｸ

ｶﾏﾂｶ
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ｺｲ科稚魚
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ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ

ﾊｾﾞ科の一種

280

300

320

数

稲葉川合流点等の淵の状況について、河川水辺の国勢調査等によりモニタリング
調査を行い、保全状況を注視していく。

第13回委員会資料に追記

稲葉川合流部：淵で確認された魚種毎の個体数

追加 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：多様な流れの再生・創出

出石川の河道特性に応じ、多様な流れを再生・創出するための対策を検討する。
「円山川本川湛水区間」は現状の良好な環境を保全、「アユの産卵場形成区間」
及び両者間の「中間区間」は試験的に置き石を設置し流れの多様化を図る。

円山川本川湛水区間 アユの産卵場形成区間中間区間

良好な水際
置き石イメージ

置き石（案）

置き石（案）

砂州の維持

対策箇所（案）

良好な流れ・水際は保全 試験的に置き石を設置し流れの多様化を図る
10

良好な水際

第48回技術部会資料
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追加④ 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：サケ・アユ産卵場保全

11例）アユ：推定産卵数

例）アユ：産卵場面積

サケに関わるデータについては産卵状況、アユに関わるデータについては遡上か
ら産卵、流下仔魚まで各種モニタリング調査により、変化傾向を把握し注視する。
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追加④ 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：サケ・アユ産卵場保全

円山川本川で確認されたアユ、サケの産卵場について、継続的に産卵が確認さ
れている箇所は保全する（各種調査により、変化傾向を把握する）。
河道特性から産卵が期待される箇所については、再生・創出を図る。

サケ産卵場調査結果 12

No.4
3/5年

(H26,H27,H28)

No.13
1/5年
(H30)

No.14
1/5年
(H26)

No.12上
0/1年
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蓼川井堰下流
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(H27,H28H29,H30)

No.3
1/5年
(H26)

No.2
0/5年

No.1
0/5年

No.8
0/5年

アユ産卵場調査結果

アユ産卵場調査(H26～H30)
：産卵場未確認
：5年中4年確認
：5年中3年確認
：5年中2年確認
：5年中1年確認

凡例

H26
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蓼
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大
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追加④ 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：サケ・アユ産卵場保全

出石川で確認されたアユ、サケの産卵場について、継続的に産卵が確認されてい
る箇所は保全する（各種調査により、変化傾向を把握する）。
河道特性から産卵が期待される箇所については、再生・創出を図る

13
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アユ産卵場調査(H26～H30)
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凡例

H26

H27
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H29天
神
橋

アユ産卵場調査結果

サケ産卵場調査結果

第48回技術部会資料
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【参考】 アユの産卵場調査結果（目視確認・コドラート調査による評価）

・今年度の調査では、造成箇所2箇所における産卵割合は50%であった。単年度のみ
の評価であるが、造成箇所でののうち1箇所でアユの産卵が確認できた。

項目 調査回数 No.1 No.2
実験箇所①

No.3 No.4
実験箇所②

No.5 No.6 No.7

H30産卵
確認有無

第1回 × × × ○ × × ○

第2回 × × ○ × × × ×

第3回 × × × × × × ×

産卵場面
積（m2）

第1回～
3回合計

0 0 1 4 0 0 72

推定総卵
数（個）

第1回～
3回合計

0 0 32 320 0 0 50,688

【目視・コドラート調査による評価】
○造成箇所2箇所中、1箇所で産卵が確認された。

平成30年度調査日時
・第1回：10/18
・第2回：10/30～31
・第3回：11/13～14

14

第48回技術部会資料（一部修正）

※赤字は委員意見を受けて修正した箇所

【参考】 アユの産卵場実験：今後の方向性

・今年度のアユの産卵場造成実験では、単年度ではあるが造成の効果を確認できた。造
成が有効である可能性が示唆された。引き続き造成実験を行い、効果を確認する。

・今後、地域と連携してアユの産卵場造成を継続していくための仕組みづくりについて
検討する。

アユ産卵場造成による産卵場拡大の取組み

人と河川との関わりの保全・
再生・創出

特徴的な自然環境の保全・
再生・創出

造成効果確認

円山川水系自然再生計画書への反映

【自然再生計画の目標】 【具体的な取組み】

地域と連携した継続的なアユ
の産卵床の造成

アユの産卵場の保全等

河道特性から、出石川5.0k上流ではアユの産卵ポテンシャルがあると推察
一方、アユの産卵が見られない区間もある

○過去にも産卵がある実験箇所②（No.4）で

、今回産卵が見られたのが造成効果とい
う根拠が不明瞭である（委員意見）。

第48回技術部会での意見：

第48回技術部会資料（一部修正）

15

※赤字は委員意見を受けて修正した箇所

⇒来年度は、アユがこれまで産卵していない
ところで耕すなど効果を確認したい。

調査結果の文章は修正する。（事務局）

追加④ 特徴的な自然環境の保全・再生・創出：サケ・アユ産卵場保全

第48回技術部会での意見：

⇒定期横断測量や河床材料調査等により土砂動態（河床形状や河床材
料等の変化）を把握するとともに、汽水域におけるアユの幼魚期のモニ
タリング調査を行なうことで、アユの生態に関する知見を深める。

対応方針：

○今年度はアユ自体が少ないので、いくら産卵場を造成しても産卵は見ら
れない。アユの生活史にとって重要な汽水域や海側の問題もあるので、
そのような視点を持って事業に取り組むことが望ましい。（委員意見）

⇒河道内の土砂が河口にどのようにたどりついているかなど土砂動態は
アユの生態にも関係してくるかと思うので勉強していきたい。（事務局）

16
出典：川の生物図典

幼魚期汽水域で
のモニタリング
（追加）

遡上調査
（継続中）

産卵場調査
（継続中）

降下仔魚調査
（継続中）

アユの生活サイクル

具体化④ 湿地環境の再生・創出：奈佐川の環境遷移帯形成

従来計画の緩傾斜化による環境遷移帯形成は、堤防保護等の観点から実施が
困難と判断した。 下流の支川来日川における置き石実験結果を踏まえ、置き石
などによる水際環境の多様性を目指す。

自然再生計画書（ステップ1時点
<H17.11>）

自然再生計画書
（ステップ3時点<H31.2>）

17

自然再生計画書（ステップ2時点
<H23.12>）では「堤防の安全性を確

保した上で、可能な対策を検討する
。」とされており、具体の整備イメー
ジは示されていない。

具体化

置き石

先行して実施予定の来日川における
置き石実験結果を反映する

GoogleEarth（2018.5）
注：イメージ図のため、置き石

を誇張しております。

置き石 置き石

置き石 置き石

180418

福田橋下流側

河岸が崩落し
、単調な環境

第7回委員会資料を具体化

第48回技術部会資料

奈佐川
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人と河川とのかかわりの保全・再生・創出の取組み事例として、加陽湿地などにお
ける地域振興や環境学習等の実施状況を追加。

18

活動内容 関係主体

問診型
モニタ
リング

ツバメのねぐら入り
観察会

但馬野鳥の会、コウノトリ湿地ネット、
豊岡市

イトヨの遡上調査 豊岡市、戸島湿地指定管理者

加陽地区魚類調査 中筋小学校、円山川漁協、コウノトリ湿
地ネット、豊岡市 等

水生生物調査 高橋小学校、府中小学校、豊岡総合高校

フジバカマ維持管理(加陽湿地) 加陽地区づくり委員会、豊岡市

加陽湿地まつりの開催 沖加陽区・下加陽区（住民の方々）、豊
岡河川国道事務所、豊岡市

国府桜づつみ公園の管理、観桜
会の開催、除草作業など

桜づつみ公園等管理会

円山川の清掃活動 円山川菜の花の会

ツバメのねぐら入り観察会

具体化⑤ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：地元団体等との連携

円山川菜の花の会の清掃活動

第48回技術部会資料

具体化⑥ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：アユの産卵場造成実験

人と河川との関わりの保全・再生・創出の取組みとして、地域と連携して実施した
出石川でのアユの産卵床造成実験の実施状況を追加。

19

造成実験の実施状況

出典：アユの人工産卵床の作り方（水産庁）

第48回技術部会資料

造成後の河床状況
アユの卵確認

2018.10.9
2018.10.17

2018.10.18

具体化⑤⑥ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：地元団体等との連携

第48回技術部会での意見：

⇒今後もアユの産卵場造成をはじめ、地域振興のイベントや清掃活動等、地域と

連携して人と河川の関わりの保全・再生・創出するための取組みを推進していく。

対応方針：

○今回のアユ産卵場の取り組みは、市民も参加できる面白い取り組みだと思う。

アユに限らず、市民も参加できる機会をより設けることが望ましい。（委員意見）

20

事例：河川協力団体による地域と連携

湿地環境を活用した地域の取り組み 地域による貴重植物の維持管理

具体化⑦ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：他行政機関との連携

人と河川との関わりの保全・再生・創出に向けた取組みの一環として、他行政機
関の事業との連携を検討する 。具体には豊岡市の円山川沿線サイクリングロード
整備事業・総合健康ゾーン整備地区との連携を想定。

豊岡市ホームページより

円山川沿線サイクリングロード計画（案） 豊岡市 21総合健康ゾーン整備地区 豊岡市

第48回技術部会資料
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具体化⑧ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：坂路整備

アユの産卵場造成の取組み等、河川利用が想定される箇所において坂路の整備を
検討。人と河川との関わりの保全・再生・創出を図る。

2018.04.20

出石鶴見橋上流

堤防～高水敷への
取付け道路整備済み

高水敷~低水路の坂

路整備（案）※

※対策箇所は今後の技術部会で検討

2018.07.11

寺内橋下流 （現在、水生生物調査が行なわれている箇所）鳥居橋上流

2017.05.16

整備イメージ

整備イメージ

整備イメージ

22

第48回技術部会資料

具体化⑧ 人と河川との関わりの保全・再生・創出：坂路整備

第48回技術部会での意見：

○人が下りられるスロープはあるものの、車両が下りられるようなスロープ
はない。他河川だとトラックも人も下りられる坂路が多いので、そのような
スロープを検討することが望ましい。

⇒ご指摘を踏まえ、河川を利用する方々が使用しやすい坂路を考えてい
きたい。（事務局）

23

整備イメージ

2018.05.182018.05.27

５. モニタリングの変更

最新の各種生物リスト及び委員ヒアリング結果をもとに、着目種A・Bを更新。

分類
環境省

レッドリスト
兵庫県

レッドデータブック

魚類 平成31年 平成15年

底生動物 平成31年 平成26年

植物 平成31年 平成22年

鳥類 平成31年 平成25年

両生類
爬虫類
哺乳類

平成31年 平成15年

昆虫類 平成31年 平成24年

※赤字：第2回変更（H23.12）からの時点更新

24

【着目種選定方針】

①精密検査型モニタリング方針にもとづき、現在の円山川の典型的なハビタットを把握した上で、事業

の影響等をモニタリングするための対象生物種を、着目種と呼ぶ。

②着目種Aは、保全対象とすべき希少な種を選定することを基本とする。

③着目種Bは、ハビタットごとのモニタリングに適した種を選定することを基本とする。

第48回技術部会資料（一部変更）

６. 地域連携の変更

外来生物の防除に向けた地域連携体制構築に資するため、特定外来生物の分
布状況を専門の委員から情報を収集し、参考資料に追加。

整理例1 オオカワヂシャの分布状況 整理例2 オオキンケイギクの分布状況 25

今後、地域連携体制
づくりについて検討
していく

第48回技術部会資料
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【参考】円山川水系自然再生推進委員会及び同技術部会開催日
委員会・技術部会 開催日

自然再生計画書策定 平成17年11月

第１回技術部会 平成17年11月

第２回技術部会 平成17年12月

第３回技術部会 平成18年2月

第４回技術部会 平成18年3月

第５回技術部会 平成18年7月

第６回技術部会 平成18年10月

第７回技術部会 平成18年12月

第８回技術部会 平成19年2月

第１回委員会 平成19年3月

第９回技術部会 平成19年3月

第２回委員会 平成19年8月

自然再生計画書（県）
（第1回変更）

平成19年8月

第１０回技術部会 平成19年9月

第１１回技術部会 平成19年11月

第１２回技術部会 平成20年2月

第３回委員会 平成20年2月

第１３回技術部会 平成20年2月

第１４回技術部会 平成20年12月

第１５回技術部会 平成21年2月

第１６回技術部会 平成21年3月

第４回委員会 平成21年3月

第１７回技術部会 平成22年1月

第１８回技術部会 平成22年2月

委員会・技術部会 開催日

第３４回技術部会 平成26年11月

第３５回技術部会 平成27年2月

第３６回技術部会 平成27年3月

第１３回委員会 平成27年3月

第３７回技術部会 平成27年7月

第３８回技術部会 平成27年9月

第１４回委員会 平成27年10月

第３９回技術部会 平成28年2月

第１５回委員会 平成28年6月

第４０回技術部会 平成28年7月

第４１回技術部会 平成28年10月

第４２回技術部会 平成29年3月

第１６回委員会 平成29年6月

第４３回技術部会 平成29年6月

第４４回技術部会 平成29年9月

第４５回技術部会 平成30年3月

第１７回委員会 平成30年6月

第４６回技術部会 平成30年7月

第４７回技術部会 平成30年9月

第４８回技術部会 平成30年12月

第１８回委員会 平成31年2月

自然再生計画書（国）
（ステップ3に向けた更新）

平成31年2月

第４９回技術部会 平成31年3月予定

委員会・技術部会 開催日

第１９回技術部会 平成22年3月

第５回委員会 平成22年3月

第６回委員会 平成22年8月

第２０回技術部会 平成22年10月

第２１回技術部会 平成22年12月

第２２回技術部会 平成23年2月

第７回委員会 平成23年3月

第２３回技術部会 平成23年9月

第８回委員会 平成23年12月

自然再生計画書（国）
（ステップ2に向けた更新）

平成23年12月

第２４回技術部会 平成24年1月

第２５回技術部会 平成24年2月

第９回委員会 平成24年3月

第２６回技術部会 平成24年10月

第１０回委員会 平成24年11月

第２７回技術部会 平成25年1月

第２８回技術部会 平成25年2月

第１１回委員会 平成25年3月

第２９回技術部会 平成25年9月

第３０回技術部会 平成25年11月

第３１回技術部会 平成25年12月

第３２回技術部会 平成26年2月

第１２回委員会 平成26年3月

第３３回技術部会 平成26年10月 26
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２. 段階整備計画の変更

激甚災害特別緊急事業とあわせてステップ１を実施した。緊急治水対策事業とあ
わせてステップ２を実施した。今後は、施策実施後の河川環境の変化を踏まえ、必
要に応じて計画にフィードバックさせながら順応的・段階的な整備を行っていく。

2

第48回技術部会資料

※ 数字 はスライドP.3・4の表中のNoとの対応を示す
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議事（４）

中郷遊水地について
＜流域懇談会の報告と今後の予定＞

平成31年 2月14日
豊岡河川国道事務所

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

円山川では平成16年台風23号洪水により、2箇所で堤防が決壊し、多数の区間で越水氾濫が発生した。この
災害を受けて、河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）が採択され。河道掘削等の整備が行われた。
河川整備計画が平成25年3月に採択され、激特事業に続き堤防等の整備が行われている。
円山川は河川や流域の特性から、豊岡盆地で洪水による被害が生じやすく河道掘削や堤防整備に加え、河道
水位を低下させるための遊水地による対策が必要である。

- 1 -

○河川・地形特性
・ 出石川合流点に河床勾配の変曲点があり、これより上流は急勾配（約1/100

～約1/780）で下流は緩勾配（約1/9,000）
・ 円山川沿いに盆地が形成され、豊岡市街地より下流では山地に挟まれ川幅

が狭い
・ 豊岡盆地は、堆積した海底が陸地化して厚い粘性土層を形成しており、築堤

を行うと地盤が沈下

土地分類図 (表層地質図 )兵庫県 (財 )日本地図 センター粘性土層粘性土層

砂層砂層

立野

円山川

No.1

No.2

平成9年 河川法改正
（河川整備方針及び河川整備計画の策定が義務づけられた）

平成20年1月 円山川河川整
備基本方針を策定
（ピーク時には800m3/sのピー

クカットを、洪水調節施設にて
実施）

平成14年度～24年度全19回
円山川流域委員会を実施

（学識・経験を有する方の意見
を聴くために設置）

平成25年3月 円山川水系河
川整備計画を策定
（平成16年台風23号対応。ピー
ク時には300t/sのピークカットを、
中郷遊水地にて実施）

河川整備基本方針 河川整備計画

１．中郷遊水地の必要性（１）
平成30年度円山川
流域懇談会資料

激特事業後の「さらなる水位低下対策」を実現するため、河川整備基本方針で対象とした洪水調節施設のう
ち、最も治水効果が高い中郷遊水地を整備。
中郷遊水地により立野地点で300m3/sの洪水調節。

- 2 -

下流遊水地

上流遊水地

二池に分割することで、
低水路の自然環境を保全

遊水地平面図
：整備済み
：未整備左岸及び低水路の自然環境を保全し

たうえで計画高水流量が流下できる
よう遊水地を設定

立野

奈佐川

円山川

出石川

下流部
無堤区間

遊水地の
効果区間

下流部無堤区間は
堤防築造上の制約
が大いため、洪水
位を抑制することが
重要

遊水地位置図

■遊水地の型式は、堀込み方式とする。
■本川河道の環境配慮の観点から二池とし、自然再生の場として整備。

県道が浸水することに
より集落が孤立化する

中郷遊水地整備

円山地区

5.0k

上山地区

6.0k

平成16年台風23号による浸水状況

平成18年12月撮影

中郷遊水地整備

中流部有堤区間は、軟弱
地盤により堤防高がHWL
にとどめられており、洪水
流下時の堤体安全性の向
上が重要

HWL

円山川堤防の殆どは
HWL堤防で維持され
余裕高を確保していない

円山川の堤防

湿地環境の整備

１．中郷遊水地の必要性（２） 平成30年度円山川
流域懇談会資料

１．中郷遊水地の必要性

縦断図

下池 上池

項 目 下流遊水地 上流遊水地

遊水地面積 22ha 20ha

計画貯水位 TP10.85m TP11.48m

貯水容量 1,500千m3 1,200千m3

4000

4200

4400

4600

4800

5000

下流部 中流部

流
下
能
力
（
H
W
L
評
価
）

激特流量：平成16年台風23号

激特流量（遊水地調節後）：平成16年台風23号

下流部の整備目標流量イメージ

遊水地有無による整備イメージ

遊水地の整備により目標水位を抑制し、特殊堤高、道路嵩上げ高が抑制できる
・JR軌道変位の抑制
・沿道環境面（経済活動、乗り入れ）
・景観面（国立公園、世界ジオパーク構想）
※この場合上下流は同一安全度とならない

遊水地基本諸元

・平成16年台風23号（1/40）では300m3/sの調節効果を発揮
・豊岡市街地の直上流に位置するため、洪水調節効率が高い

１．下流部整備目標水位抑制

【観 点】
・下流部はJR軌道の変位影響、河岸の生活環境面などから堤防高さの制約が大きい
・下流部は平成16年台風23号洪水位を抑制（流量抑制）することでDHWL相当の堤防
整備の実現性が向上

河川整備計画において中郷遊水地の機能は「下流部整備目標水位抑制」。

遊水地による水位低下効果
（平成16年台風23号流量）

河道水位抑制は台風23号
ベースで20～30cm

- 3 -

目標水位DHWLの抑制

JR軌道敷

鋼
矢
板

特殊堤

１．中郷遊水地の必要性（３） 平成30年度円山川
流域懇談会資料
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５．越流堤の形状

【課題】中郷遊水地の計画において、洪水調節に必要な形状・容量の水理計算による諸元についての検証

【対応】水理計算で決定した諸元について、計画とおりの洪水調節が行うことができるように、地形や遊水地の形状を

模した1/50の水理模型施設により越流堤の形状を検証した。

【結果】実験により得られた越流係数により所定の調節効果が得られる越流堤の形状を設定し、洪水調節効果がある

ことを確認した。本結果については、国土技術政策総合研究所(国総研)に説明を行い了承を得た。

２．報告事項（１）

２．１ 越流堤の形状の検討

２．２ 河床変動の解析

【課題】囲繞堤を整備することにより、流速等が変化する可能性があるため、河床変化、河道水位、水衝部、護岸等に

及ぼす影響についての把握

【対応】平面2次元河床変動解析モデルによる河床変動解析を実施し、現況と遊水地整備による影響を確認した。

【結果】計算した結果、河床変動に全体的な大きな差はない。下池付近は流速が大きくなるが主流部は河道中央部に

あるため河岸への流れの集中や水衝部等は生じていない。上池付近は流速が大きく変化していない。ことを確認し

た。本結果については、国土技術政策総合研究所 (国総研)に説明を行 い、了承を得た。

〈円山川流域懇談会「事業実施懇談会」（平成30年10月26日実施）における意見と対応〉

【質問】河床変動計算の条件は？

【回答】近年10ヶ年の代表洪水6パターンを50年間繰り返した場合にどのような変化がでるかを計算している。

【質問】水生動物への影響（逃げ場が無くなる等）については、シミュレーションとおりになるとは限らない。どのように考

えているのか。

【回答】モニタリング等を実施していきたい。（項目・方法等については相談させて欲しい）
- 4 -
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５．越流堤の形状
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２．報告事項（２）

２．３ 地下水位の解析

【課題】遊水地内の地下水湧出量が洪水調節容量に及ぼす影響について

【対応】遊水地整備後の地形モデル（3次元地質鳥瞰図）を用い、定常状態および河川整備計画の洪水波形を対象とし

た非定常状態における地下水流動を広域的に可視化し、地下水変動を確認した。

【結果】円山川水位上昇時に遊水地内に地下水が湧出する可能性があるものの、越流堤越流ピーク流量と比較して非

常に少なく、河川整備計画で計画されている洪水調節容量に及ぼす影響は無いことが確認された。

２．４ 中郷遊水地の治水上の効果

【課題】中郷遊水地の治水上の効果について

【対応】立野地点において、遊水地整備後の洪水調節計算の実施

【結果】上流遊水地と下流遊水地の二池で洪水調節を行うことで、立野地点における流量を4,900m3/sから4,600m3/sに

洪水調節され３００ｍ3/sのピークカットが確認された。

※洪水後には円山川の水位が遊水地内の湛水位以下となった時点で排水樋門を開扉して排水を行う。

【課題】他の洪水波形（二山洪水、及び整備計画規模を超える洪水）が発生した場合による中郷遊水地の効果・影響

【対応】①二山洪水(平成2年9月出水)を整備計画規模相当にまで拡大した場合を検討

②河川整備計画の規模（平成16年台風23号相当）を超える洪水として１／５０規模に拡大した場合を検討

【結果】①二山目では、立野地点で計画の洪水調節（３００ｍ3/s）が出来ないものの、遊水地整備前の流量を超えるこ

となく、下流に対して悪影響を及ぼすことはない。

②遊水地地点のピーク水位付近で囲繞堤が崩壊したと想定した場合でも、立野地点の流量に変化なく、下流に

悪影響を及ぼすことはなかった。
- 5 -
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５．越流堤の形状
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２．報告事項（３）

〈円山川流域懇談会「事業実施懇談会」（平成30年10月26日実施）における意見と対応〉

【質問】何時間効果が持つのかを予測しながら人の動きにつなげていかなければいけないと思う。

【回答】立野地点で調節前後で5040m3/sとなっているが、遊水地なしと同じ5040m3/sであっても、そこに至る時間が抑

えられてピークを迎えるまでに時間をかせぐことができる。

【質問】二山の場合も遊水地の水位が下がる期間は？二山目にどれくらいの効果があるのか？

【回答】二山洪水の場合もシミュレーションしており、一山目後に水位が下がり上池で排水できるタイミングがあって二

山目をむかえる形となる。実際の操作はシビアになると思うが二山でも運用につなげていきたい。

【意見】二山目で水位が上がっているが、これは排水しきれていなかった影響と考えられる。排水しきれていれば一山

目と同じように上がらなかった可能性がある。

３．５ 整備効果を発揮するための河道管理

【対応】河川整備計画における中郷遊水地事業の治水効果を発揮させるためには、激特掘削後河道を維持していくこ

とが必要と考える。適切に河道管理していくことで、平成16年台風23号相当規模の洪水が発生した場合におい

ても、所定の水位低減効果を得ることが可能となる。

第48回技術部会資料
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５．越流堤の形状３．これまでの委員会・技術部会における中郷遊水地の検討の経緯①

経緯 開催日程 提示内容

整備計画策定前

－ 平成16年10月20日 台風23号

第12回流域委員会 平成17年3月14日 円山川緊急治水対策事業計画において、遊水地の計画を説明

第9回検討委員会 平成17年3月17日
災害復旧計画において「遊水地整備」を説明。
⇒自然再生計画（見直し案）において、「中郷遊水地を踏まえた多様な流路再生、湿地再生」
を位置づけ

自然再生計画
検討委員会

平成15年8月
～平成17年11月

「円山川水系自然再生計画書」を策定
⇒遊水地整備と合わせた「湿地の創出」を位置付け

第5回技術部会 平成18年7月26日 中郷地区の現地視察

第7回技術部会 平成18年12月6日 中郷地区の現状を説明

第23回技術部会 平成23年9月1日 「円山川水系自然再生計画書」（変更案）を説明（中郷地区は変更無し）

第8回委員会 平成23年12月16日 「円山川水系自然再生計画書」（変更案）を説明（中郷地区は変更無し）

流域委員会 平成25年3月29日 「円山川水系河川整備計画」を決定・公表（次スライド）

- 7 -

～平成25年３月(河川整備計画策定)まで

５．越流堤の形状

平成25年3月に策定された円山川水系河川整備計画において、地盤の切り下げによる遊水地内の湿地化が位
置づけられているものの、具体の方策は示されていない。

円山川水系河川整備計画P.70

円山川水系河川整備計画P.76

- 8 -

３．これまでの委員会・技術部会における中郷遊水地の検討の経緯

５．越流堤の形状３．これまでの委員会・技術部会における中郷遊水地の検討の経緯②

経緯 開催日程 提示内容

整備計画策定後

第33回技術部会 平成26年10月3日 中郷遊水地を現地視察

第34回技術部会 平成26年11月11日 「中郷遊水地の現状」を説明

第13回委員会 平成27年3月17日 「中郷遊水地の現状」を説明

第38回技術部会 平成27年9月16日 「今年度の工事の概要」にて「中郷遊水地の試験掘削」を説明

第14回委員会 平成27年10月29日 「中郷遊水地の必要性と試験掘削」を説明

第15回委員会 平成28年6月30日 試験掘削について説明

第40回技術部会 平成28年7月26日 試験掘削について説明

第41回技術部会 平成28年10月13日
試験掘削について説明
第40回技術部会の意見を受け、再生イメージを説明（次スライド）

－ 平成29年3月 中郷遊水地「下池」試験掘削竣工

第17回委員会 平成30年6月21日 「今年度工事の実施について」にて「中郷遊水地の掘削」を説明

第46回技術部会 平成30年7月5日 「今年度工事の実施について」にて「中郷遊水地の掘削」を説明

第47回技術部会 平成30年9月13日 中郷遊水地経緯と今後の進め方について説明

第48回技術部会 平成30年12月20日 中郷遊水地の必要性と流域懇談会での検討事項について説明

第18回委員会（今回） 平成31年2月14日 中郷遊水地の湿地再生の検討方針を説明
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５．越流堤の形状

軟弱な地盤

• 河川のワンド状のように水深を確保することにより、コイ科魚類の再生産の場として整備する。

• 重要種のイチモンジタナゴの産卵母貝となる二枚貝も生息できるよう多様な水深帯を整備する。

• 水面にはハス、水際にはミズアオイなどの抽水植物が見られる水域を整備する。

■整備の内容と期待する効果

11. 中郷地区掘削 再生イメージ

水深を確保する

案①：深い水域を作る造成

再生イメージ

• 緩傾斜化することにより、コイ科魚類の産卵や仔稚魚の生息場として整備する。

• トンボ類や湿地性の昆虫類も生息できるよう多様な浅い水深帯がある流れのない水域を整備する。

• 水面にはハス、水際にはミズアオイなどの抽水植物、陸域にはヨシが見られる水域を整備する。

■整備の内容と期待する効果

案②：多様な水辺環境の創出

再生イメージ

第41回技術部会資料

３．これまでの委員会・技術部会における中郷遊水地の検討の経緯
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中郷遊水地を整備するにあたっての課題

○ 環境創出にあたっての目標の考え方（注目種等の設定）

○ 必要となる環境調査の方法について

○ 維持管理・モニタリングの方法

○ 地域連携の考え方について

○ 湿地の整備内容

・目標を踏まえた湿地の規模や形状

・湿地創出を踏まえた遊水地の施設計画（配置等）

第34回技術部会資料

５．越流堤の形状３．これまでの委員会・技術部会における中郷遊水地の検討の経緯

- 11 -

遊水地整備工程※

（イメージ）
～H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40～

モニタリング調査

創出する環境の検討

（技術部会等）
① ②

環境整備

治

水

工

事

下

池

掘削・築堤

樋門等

上

池

掘削・築堤

樋門等

５．越流堤の形状４．中郷遊水地整備の進め方（案）

①平成31年度技術部会
◎中郷遊水地周辺の環境特性の整理
◎治水条件の整理

◎創出する環境の課題
○ 環境を創出するにあたっての目標の考え方

（注目種等の設定）
○ 必要となる環境調査の方法について
○ 維持管理・モニタリングの方法
○ 地域連携の考え方について 等

②平成32年度技術部会
◎創出する環境の整備内容

○目標を踏まえた創出環境の規模や形状
○創出する環境を踏まえた遊水地の施設計画

（配置等）

検討結果
の反映

掘削形状や樋門敷高の工夫
等による環境の創出

工事に手戻りの無い範囲で確認結果を
創出する環境にフィードバック

下池で得られた
知見も上池の
施工に反映

周辺環境の調査 モニタリング調査・工事の進捗確認など

モニタリング結果などを分析・評価

工事に手戻りの無い範囲で確認結果を
創出する環境にフィードバック

下池 上池

試験掘削

※工事の進捗によっては上記スケジュールが前後する場合がある
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【参考資料】

■中郷遊水地予定地の土地利用の変遷

• 昭和22年時点では大正時代の
流路跡が残り、上池は円山川
の氾濫原となっている。

• 下池は、この時点で畑地利用
されていた。

• 昭和39年頃から上池・下池と
もに圃場整備が進み、農地利
用が続き、現在に至る。

河道内の氾濫原

河道内の氾濫原

昭和22年頃の中郷地区

現在の中郷地区

昭和22年の流路

大正時代の流路

軟弱な地盤

５．越流堤の形状【参考資料-1】中郷遊水地の変遷

- 参考-1 -

５．越流堤の形状【参考資料-2】中郷遊水地の特性（下池）

下池においては、遊水地内に流入する支川は無く、自然再生のための水源は地下水等が考えられる。

平成29年11月撮影

- 参考-2 -

５．越流堤の形状【参考資料-3】中郷遊水地の特性（上池）

愛痛川、市谷川、上郷川が遊水地内に流入する。
自然再生の水源としては市谷川、愛痛川、地下水等が考えられる。

愛痛川

市谷川

上郷川

平成29年11月撮影

- 参考-3 -
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